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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年２月１７日（火）  

 

２ 確認箇所 

陸側遮水壁（１～４号機）周辺（図１） 

 

３ 確認項目 

陸側遮水壁の保守管理の状況 

 

４ 確認結果の概要 

陸側遮水壁（凍土遮水壁）は、１～４号機建屋周辺を一周するように凍土

壁を形成することで、地下水の流れを建屋外へ迂回させ、原子炉建屋への地

下水流入を抑制している。 

凍土壁は、地盤中に一定間隔で設置した凍結管に氷点下の冷媒（ブライ

ン）を循環させ、土壌を凍らせて形成される氷の壁である。現在は、地中温

度等を監視しながら、維持管理運転が継続している。 

一方、陸側遮水壁については、令和４年１月１６日及び同年２月１５日

に、凍結管継手やブライン供給配管からブラインが漏えいする事象が相次い

で発生した。これを受け、同年２月１６日に県は、トラブルの未然防止の観

点から、より一層の安全管理の徹底を図るよう申し入れを行い、その後、継

続して東京電力の対応状況を確認している。 

今回は、陸側遮水壁の保守管理の一環で交換された凍結管頭部（地上部）

５箇所の維持管理状況を確認した。 

・今回交換した凍結管頭部の設置箇所は、１号機原子炉建屋北側の１箇所、

１号機原子炉建屋西側の１箇所、４号機原子炉建屋南側の２箇所、４号機

原子炉建屋東側の１箇所である。このうち、４号機原子炉建屋東側につい

ては道路下に設置されていた。 

・凍結管を確認したところ、凍結管の入口弁において、一部表面に氷が付着

していた。（写真１） 

・確認した範囲においては、結露水の滴下はあるものの、設備の破損等の異

常は確認されなかった。（写真２） 

・東京電力によれば、２０２５年１０月時点で凍結管５９０本の外観点検・

防錆塗装が完了しており、今年度は残り８５本、次年度は４３２本実施す

る計画となっているとのことである。 
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１） 

１号機原子炉建屋西側凍結管の入口

弁の状況 

 

 

（写真２－１） 

 凍結管頭部（800－３Ｔ、１号機原

子炉建屋北側）の状況 

 

 

 

（写真２－２） 

 凍結管頭部（2120－５Ｔ、１号機原

子炉建屋西側）の状況 

 

 

太平洋 

新事務本館 

免震重要棟 
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５～６号機 

既設多核種除去設備 

増設多核種除去設備 
高性能多核種除去設備 

サブドレン他浄化設備 

陸側遮水壁 

凍結管（800－３Ｔ） 

凍結管（2120－５Ｔ） 

入口弁 



 

3 

 

 

 

（写真２－３） 

 凍結管頭部（230－８Ｔ、４号機原

子炉建屋南側）の状況 

 

 

（写真２－４） 

 凍結管頭部（140－８Ｔ、４号機原

子炉建屋南側）の状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

ブライン供給配管 

凍結管（230－８Ｔ） 

凍結管（140－８Ｔ） 


